
評価項目

基準１　教育理念・目標・
　　　　育成人材像

基準２　学校運営

基準３　教育活動

基準４　学生指導

基準５　特別活動

基準６　学修成果

基準７　学生支援

基準８　教育環境

基準９　学生募集活動・
　　　　受入

基準10　財務

基準11　法令等の遵守

基準12　社会貢献・
　　　　地域貢献

基準13　国際交流

２．総評

◇学生数の減少のなかで、良く努力されている。留学生と日本人学生をうまく組み合わせて、良い結果を期待する。

・一般教職員は予算策定プロセスにどう関与しているのか・すべきなのか。一般教職員が予算の詳細
を周知していなくても、それぞれの職員レベルに応じて必要な予算理解のあり方＝予算執行のあり方
があるのではないか。
・財務状況が厳しくなる様子がうかがえる。

・セキュリティー対策など、年々対策は進んでいる。

・コロナ禍におけるボランティア活動に対するダメージは大きい。

・注目される活動の為、試行錯誤し取り組んでほしい。

◇詳細な評価項目や工夫された改善策など、常に業務改善に取り組まれている様子がうかがえる。

◇現状課題もさることながら、特に課題に対する具体的な改善方策については、例年以上に具体化されている。

・社会人になるにあたり、在学中にビジネスマナーや所作を学ぶことは重要。
・教職員自らも学び続けないといけない（一般企業でいう接遇面）。

・地域の福祉課題解決に向けて、学生自ら考え行動につなげるような仕組みがあると良い。

・きめ細かな指導の様子がうかがえる。
・改善方策が具体的である。

・支援体制は充実していると思われる。
・学生支援も多岐にわたっていることを実感。
・卒業生との関係が今後も大切にしてほしい。現役学生にとっても、卒業後もそのつながりが途切れ
いないようフォローして欲しい。

・設備等の教育環境は十分に整っていると思う。

・学生のレベルを一定に維持するのは難しい課題だと思う。経営的観点から観て、合否の判断をどの
ような基準で行うのかは大きな課題だと思う。
・福祉希望の学生数の減少が切実な課題。

　　　　  ので、下記の通り報告します。

１．平成３０年度自己点検・自己評価における学校関係者評価

評価・講評

・上層部からの理念等の伝達の機会が設けられていることは良いこと。
・評価数値も向上が目立つ
・現場の声がどの程度反映されているのか見えると尚良い。

・学校としてどのような組織体を目指すのか。権限や決済等のあり方はその方向性によって変わり、
そのプロセスの質やスピードの適性も変わるのではないか。
・情報システム化に苦慮している様子がうかがえる。
・効率化への議論を絶やさない雰囲気は大切である。

・実習先（≒就職先）に恵まれているのは何よりの財産である。実習先との連携を深め、教育の質を
上げることが今後も不可欠な課題であると思う。
・学生への個別フォローは大切だが大変な課題である。

令和元年度　学校関係者評価報告書

学校法人  清永学園  　

金沢福祉専門学校　　　

学校関係者評価委員会

　　　　　学校法人 清永学園 金沢福祉専門学校 学校関係者評価委員会は「令和元年度自己点検・

　　　　　自己評価報告書」の結果に基づいて、令和３年１月１９日(火）に学校関係者評価委員会を実施した


